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■リーダーシップ。チェックリスト

筆者の手元に“リーダーシップ”を完壁に

測定できるチェックリストがある。その完成

までに30年の歳月を要したが，その信頼'性に

プ

力

は絶大なる自信をもっている。リストに含まれる項目はわずか30問で，3分

もあれば誰でも回答できる。リストの作成にあたり，“リーダーシップの善

し悪しは，リーダー自身の資質で決まる”という前提をもとに膨大なデー

タを収集した。その結果，リーダーシップが“3つの因子（柱)”からでき

あがっていることが明らかになった。それぞれの因子に対して各人の回答は

“プラス反応”か“マイナス反応”に分類される。この3因子すべてが“プ

ラス反応”であれば“タイプA".2因子の場合は“タイプB".1つの因子

のみだと“タイプC"と呼ぶ。もちろん“タイプA"こそが期待されるリーダ

ーであり，組織にも望ましい結果をもたらす。これが“タイプB""タイプ

C"になれば，その“望ましざ’は低下する。しかし，それでも“プラス反

応'’なのだから，リーダーとしてそれなりの評価を受ける資格は十分に備え

ている。したがって，世の中にこの3つのタイプのリーダーしかいなければ

とくに問題はない。しかし，誰もが推測するように，“マイナス反応”を示

す人たちもいるのである。そして,“マイナス反応”が1個であれば“タイプ

D".それが2個,3個と増えると“タイプE""タイプF"と呼ぶ。こうした

人たちがリーダーとして問題を抱えていることは疑いない。とりわけ“タイ

プF"ともなれば，まさに“リーダー失格”の略印を押されたも同然である。

ところで，読者はこのチェックリストを受けてみたいと思われるだろうか。

筆者は講演会でこのリストの話をしたときは，「さあ皆さん，この調査を受

けてみたいなと思われる方は手をあげてください」と呼びかける。これまで

の経験では，比較的若いリーダーたちの中には手をあげる者もいるが，経験

豊かな管理職になると跨鰭していることが手に取るようにわかる。それも当

然で，下手をすると“リーダーとして不適格'’といったラベルを貼られるか
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もしれないのだから……。

もうこのあたりで種明かしをしておこう。じつはこんなチェックリストは

存在しない。もちろん講演では嘘をついたことを“お詫び”する。われわれ

はリーダーシップを個人の資質ではなく，行動だと考えるのである。わざわ

ざ嘘をついたのは，“リーダーシップが特性ではない”ことを印象づけるた

めのショック療法だったというわけだ。

■行動としてのリーダーシップ

「リーダーシップの善し悪しは『行動jで決まる｣。われわれはこうした

前提のうえでリーダーシップを考えている。ここでポイントになるのは，リ

ーダーが“そのときどきで求められている行動”を取っているかどうかであ

るoそれでは，どうしたらそうした行動がわかるのか。その答えは単純であ

る。自分が責任をもっている部下たちから“期待している行動”を聴けばい

いのだ。そこには“してほしい”行動だけでなく，“しないでほしい，やめ

てほしい”ものも含まれる。ともあれそうした“期待”に応えるべく努力す

れば，部下に対して効果的なリーダーシップが発揮できるはずである。

リーダーシップに関してはこれまでにも膨大な研究が行われてきた。その

多くは“リーダーがなすべき行動リスト”を提示する。そして，たとえば20

項目ほどの行動のうち，どのくらい行っているかをチェックし，リーダーシ

ップを発揮している程度を明らかにするのである。それによって個々のリー

ダーの望ましさが評価される。結果がよければ一安心するが，それが好まし

くなければ，十分でない行動を発揮するよう努力しなければならない。その

ためにはそれなりのエネルギーも必要になる。しかし，それによって，自分

のリーダーシップを望ましい方向に変えることができるのである。

ところで筆者は，リーダーに期待される行動をさまざまな組織から収集し，

それを60項目のリストにしている。リーダーにはこれを提示して，その中か

ら部下たちが求めていると考える行動を3個程度選択させる。そして，それ

を職場で実践するよう働きかけている。このとき，既存の行動リストを提示

してそのすべてを実行することは求めない。リーダーは自分で選択した行動

だけに焦点を当てることになる。そうした経緯で決定した行動目標には，誰

もが真剣に取り組むものである。たとえよくできた調査だとしても，納得を

伴わないものを押しつけられては，改善しようという意欲はわかない。
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